
工事名：山元海岸Ｓ４号突堤工事
概 要：ヘッドランドの堤体の捨石材料の規格（重量）は水深により決められています。

今回、堤体内に安価な中詰石を使用し、被覆石で覆う断面構成に変更すること
によってコスト縮減を図ります。

捨石規格の見直しによるコスト縮減捨石規格の見直しによるコスト縮減

・中詰石を５０～５００㎏を採用し粒径に幅をもたせることにより、空隙率が
少なく堤体密度が大きくなり、安定した堤体を確保できます。

・堤体捨石の材料費を、４７百万円から４３百万円に縮減。
（縮減額 ４百万円、縮減率約 ６.７％）

効 果：

国土交通省 東北地方整備局 仙台河川国道事務所

「公共工事コスト縮減対策に関する新行動指針」

【 施策名： (１) 工事コストの低減 １）工事の計画・設計等の見直し ③ 設計方法の見直し 】
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中詰石
50~500kg
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